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Ⅰ．研究目的
漬物は、現在まで日本各地で様々な形態で作られ食
されてきた。漬物が作られた第一の目的は食物の保存
であり、大量に採れた農作物や魚介、肉類などを塩及
び塩分を含む調味料に漬けて保存し、食料が少ない時
期に備えおいた。もう一つの目的は、主食である米飯
を食する補助材としての存在である。日本では、仏教
の影響による肉食の忌避あるいは経済的理由から動物
性蛋白質の摂取が制限されたために、エネルギーもた
んぱく質も米で摂取するほかなく、大量のご飯を食べ
る必要があった。漬物はそのご飯を美味しく食べるた
めに欠かせない食品として連綿と食べ継がれてきた。
現在、漬物の最も古い記載は、旧長屋王邸宅跡から
出土した木簡にある進物「進物 加須津毛瓜加須津韓
奈須比 醤津毛瓜 醤津名我」１）であるとされている。
粕漬けの毛瓜（トウガン）と韓奈須比（ナス）、醤（ひ
しお）漬けのトウガンと名我（ミョウガ）を、長屋王
に進物（タテマツリモノ）とした、というものである。
ウリ・ナス・ミョウガと言った、今日でも漬物に用い
られる蔬菜が、奈良時代にも漬物に作られていたこと
が明らかである。このように漬物は、古代から近代ま
で、日本人にとって極めて貴重な食品であったが、ご
く日常的な食品であった故か、漬物に関するまとまっ
た歴史史料は少ない。そうしたなか、漬物が神事と深
く結びついた稀有な例として、愛知県あま市の萱津神
社に現在まで伝わる香物祭があげられる。萱津神社で
は、現在も江戸期とほぼ同様に、神事として夏の野菜
を塩で漬けこみ、漬け上がった漬物をこの地域で最上
級の社格である熱田神宮の祭りにあわせて、年４回献
じている。この香物神事は、いまだ不明な部分の多い
漬物の歴史における貴重な一事例であるにもかかわら
ず、この神事についての研究例はほとんどみられな
い。そこで、文献をもとに江戸期の神事に関する事項
を採録するとともに、現在の神事について実地調査
し、若干の知見を得たので報告する。
Ⅱ．文献に見る漬物神事に関する事項
神事の主体が漬物である珍しさからか、曲亭馬琴は
その旅行記『蓑笠雨談』享和４年２）に「阿波手の森薮
に香物見にゆけり」と、当地に立ちよったことを記し
ている。「阿波手の森薮に香物」というのは、当時か
ら知られたことのようで、近世の各種文献に散見され
る。
『東海道名所圖會』寛政９年３）の「萱津の宿」には
「神籬に薮あれば、諺に薮の中の香之物と稱して、國
中に膾灸せずといふ事なし」とあり、掲出した図１の
画中には「阿波手の杜の神籬の薮の中に、初生（はつ
なり）の瓜茄子とりて、瓶に漬物とし、熱田の神事に
これを調進す。諺に云く、これをなん薮の中の香物と
はいふなり 孟宗は、日本に今もあるぞかし薮の中な
る孝行の物」と書き込まれている。
また、『尾陽雑記』刊年不明４）の「尾州土産」には、
「藪に香物といふ所、古き者のいへるは、むかしは、
此正法寺大地にして、往時は唐僧東岸禅師と云り。其
比瓜茄子大根小角豆蓼やうのもの商へる人、此杜のま
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中世以前には、「かやづ」あるいは「かいつ」と呼
ばれ、地名は尾張平野の干潟に由来する。尾張から京
へ通じる交通の要所に位置したことから、鎌倉時代か
ら、宿場あるいは市場として栄えた東海道随一の都市
であったとされている９）。
へをとおりける人、かならす一つ二つ此かみにさヽけ
て通りけるを、禅師たヽすておくへきにあらすと、甕
に入塩を交てつけ置しより始ると也。大かた日本香物
のはしめなるへしといへり」とあって、その由来が興
味深いことに加えて、ここで塩漬けにされた野菜が、
日本における香物の始めであるとしている。更に「熱
田大神宮へ今九月十三日上る」とあって、当地の香の
物を熱田神宮に献納していたことが付記されている。
この献納の様子は、尾張藩士の高力種信により『矢
立の墨』文化１４年５）に以下のように書き記されている。
「粟殿（あわで）の森の香（かう）物 熱田へ獻ずる
道すがらのさまを一見し度思いしに、惟ハ夜深く出た
ち、未明に熱田に到達し、社家へ渡す由を聞及びし
が、文化１４年丑２月４日いかなるゆへ有りて䗡、巳の
刻過頃、本町通りにて行き逢いて、見侍り、珍らしか
ればこれ爰に寫せり。是を持行に、夜更て通行する事
は、道にて不浄の者に不レ逢様のためなりとぞ、圖の
ごとく、六ツ目籠を組て、上のかたに榊をたて、跡の
方に、柳にて、長き細き棒の様なるものを附たり、是
柳の箸なりとぞ。」さらに、その様子を高力種信自身
が描いたのが図２－１である。さらに、図２－２は、
この江戸時代の香の物の献進の装束と、持ち物につい
て、２００９年に行われた熱田神宮の本殿遷座祭の際に、
歴史史料に基づき、地元の郷土史家らの手によって、
染色や繊維にまでこだわり、詳細な復元がなされてい
る。
また、やや重複するところもあるが『尾張徇行記』
寛政４年～文政５年６）には、「ちかき比までは、阿波
手のもりのやぶのうちに有りけるが、あぶれものヽ来
りて取くらひ、はては汚きものとりこみなとしけるゆ
ゑ、制しかねて今寺のうちにとり来り藪の中に漬をく
なり、…中略…そのかみ此森明神の前に、あき人の瓜
なすび大根などにしほを加へて、ひとりひとり通りが
けに道のはたなるかめになけ入て過けるが、自然とな
れて香物となり風味たくひなかりしとそ、今も正法寺
といふ洞家の寺につくるなり云々」とある。
これらの「藪に香の物」なる表現は、『平家物語』
や『十訓抄』建長４年７）にみられる「藪に剛の者」、
あるいは「野夫に剛の者」とある表現になぞらえてい
ることは間違いない。「藪に剛の者」とは、草深い所
にも優れた人物が居る事があり、ひいては、軽んじら
れている者の中にもりっぱな者が交じっているという
意味である。いずれも仮名で書くと「やふにこうのも
の」となることから、江戸時代になって、鎌倉時代以
来の故事である「藪に剛の者」にちなんで「藪に香の
物」と表現されて、この物語が広まったと考えられる。
（１）萱津神社・阿波手杜藪について
萱津神社は、現在、名古屋市の北西、愛知県あま市
上萱津字車屋１９に住所がある。鳥居から道路を挟んで
前（東側）に五条川が流れ、南東数十メートル先には、
神社と関係の深い正法寺が位置する。これらの位置関
係は、江戸期の名所図会、地図などともほぼ一致し、
萱津神社と正法寺は、江戸期以降、ほとんど移動して
いないことが、『尾張名所図会』天保１２年８）の挿絵で
ある図３－１からも見てとれる。また、図３－２では
社殿の裏手に藪香物が描かれている。
（２）萱津村と香物領について
図２－２ 再現した江戸期の献進の様子
図２－１ 江戸時代の香物献進の様子
『矢立の墨』挿絵
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江戸期の萱津村は、尾張藩領海東郡に属し、上萱津
村、中萱津村、下萱津村の３村に分かれ、『張州府志』
宝暦２年１０）熱田志中によれば、上萱津村と中萱津村は
南北に並び、下萱津村も含めた３村がほぼ隣り合って
いる。
その頃の、上、中、下の各萱津村の人口は、上萱津
村は家数５７軒３０４人、馬１９匹、中萱津村は家数４１軒２３５
人、馬１５匹、下萱津村は家数４３軒３１３人、馬１３匹と「尾
州海東郡覚書帳」１１）寛文年間にみえる。
また、１７世紀中期における各村の石高、田畑面積
は、「尾州海東郡覚書帳」１１）によれば次のとおりであ
る。上萱津村は元高６５５石６升９合、田畑は５２町５反
８畝１５歩で、田の約１．５倍が畑であり、中萱津村は元
高４１１石１斗８升７合、田畑３３町１反９畝１３歩で田畑
はほぼ同面積、下萱津村は元高５０７石４斗９升５合で、
田の約１．５倍が畑地である。
当地は、干潟の低湿地で水はけが悪い土地状況か
ら、水田よりも畑作が主体で、作物は瓜類、茄子など
が中心であった。また、これらの作物は、村内の消費
のみに止まらず、漬物にもして近隣の市へ売り出さ
れ、次第に地域の名物となった可能性が考えられる。
瓜や茄子などは水分の含有量が多く腐敗しやすい
が、塩蔵すれば保存がきき、夏の気温と湿度によって
適度な発酵が進むと、香り高い美味な漬物となる。こ
の地の名物となった漬物が、熱田神宮と関係が深い正
法寺によって、熱田神宮に献進されるようになったと
考えられる。また、『尾張志』天保１４１２）によれば、献
進では、漬物にあわせて米が供されるのが常であっ
た。因みに、熱田神宮への献納は、現在は萱津神社に
より行われるが、江戸時代にあっては、正法寺が中心
的役割を果たしていた。
特記すべきことは、この地に香物領が存在したこと
で、正法寺と中萱津村の両方に与えられていた。「尾
州海東郡覚書帳」１１）によれば、正法寺には田畑４反３
畝１５歩もの香物領が与えられている。香物領からの熱
田神宮への献進については、香物の種類・数量、容
器、届け期日、供物の米や神酒のほか、柳箸の長さに
至るまで詳細に記されている。一方、香物を受領する
熱田神宮側の史料にも、詳しい記述が残されてい
る１３－１７）。
中萱津村に与えられる香物領は、村の祢宜八兵衛の
持ち分とされ、２反２畝２２歩と正法寺の半分ほどで、
香物献進の回数も正法寺よりも少ない。
Ⅲ．現在の香物神事について
（１）香物神事の概要
萱津神社の香物神事は、江戸時代からほぼ変わらず
に伝承されてきたとされるが、近年では香の物祭と呼
ばれるようになっている。２００９年、この香の物祭を調
査した。
萱津神社では、毎年８月２１日に香の物祭が行われ
る。日本で唯一の漬物に関わる神事とされ、近年は全
国の漬物業者の組合が中心となって執り行われてい
る。８月２１日に漬けた漬物は、漬け上がると神饌とし
て年に４回熱田神宮へ献納する。また、漬物業界では
毎月２１日を漬物の日として漬物の普及に努めている。
萱津神社には、本殿・幣殿・拝殿・社務所・授与
所・参集所のほかに、本殿奥に小さな庵があり、香物
殿と呼称される。香物殿は３メートル四方の土壁の建
図３－１ 尾張名所図会挿絵 萱津の惣図
図３－２ 尾張名所図会挿絵 阿波手森 藪香物
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図４－１ 現在の香物殿
図４－２ 建替え前の香物殿
図５ 香物殿内に並べられた甕
物で、平成４年８月に現在の位置に移転したが、従前
の規模、茅葺き・玄木造りで新築されている。
（図４－１～２）
香物殿の内には、図５に見られるように、直径８０セ
かめ
ンチほどの甕が５つ並び、この甕に漬物を漬ける。
香の物祭の当日は、早朝から、呈茶、子供獅子など
が奉納される。続いて萱津神社の宮司によって本殿祭
が挙行され、その後、漬込神事へと進行する。
漬込神事を司り、祭主となるのは、萱津神社の宮司
ではなく、熱田神宮より派遣された宮掌（くじょう）
である。宮掌とは、権禰宜につぐ位の神職で、伊勢神
宮と熱田神宮にのみ見られる。
漬込みが行われる香物殿は、前日から掃き清めら
れ、香物殿の前には漬け込み用の瓜・茄子・蓼が準備
され、ほかにも大根・白菜などが台上に置かれ塩も用
意される。祭主である宮掌が神事をつかさどる。萱津
神社の宮司、漬物業者、氏子、一般参列者などの順に
各人が野菜と塩を持って香物殿の中に入り、それらを
甕に入れてゆく。すべてが甕に漬け込まれたら蓋をし
て重石を置き、神事は終了する。（図６～１１）
（２）香物神事に用いる蔬菜
熱田神宮に献納される香物には、江戸期から瓜・茄
子・蓼の３種が用いられると決まっており、それらを
塩漬けにしていた。これらの蔬菜は、当地域の夏期の
農作物であり、萱津神社の氏子により栽培されたもの
図６ 漬けこむ瓜・茄子・蓼
図７ 香物殿と野菜
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が、神社に納められてきた。
しかし、近年は畑地の減少に伴い、現在では、香の
物祭に使用する野菜は、漬物業者が市場で購入するよ
うになり、２００９年の神事に使用した野菜の産地は、瓜
が愛知県知多半島産、茄子は岐阜県・徳島県・高知県
の産であった。また漬物業者の参入により、瓜・茄子
のみでなく、本来夏には収穫できない大根や白菜など
も漬けこむようになった。漬物業者の中には、タクア
ン漬や白菜漬などを主力商品とする会社も多いことが
その理由であろう。
使用される塩は、製塩業者から提供された精製塩で
ある。塩は漬物製造と密接な関係にあるために、製塩
業者も毎年香の物祭に参加している。
現在の香の物祭では、諸事情から種々の野菜が漬け
られるようになっているが、熱田神宮に献納する漬物
は、神饌という目的上、その内容を厳守しなければな
らない。そのために献納する漬物については、香の物
祭の翌日に氏子が、前日に甕に漬けた野菜から瓜と茄
子、蓼のみを選り出し、改めて漬け直すとのことで
あった。
献納に使用されてきた瓜や茄子、蓼については、次
のような事情がある。
瓜
瓜は、この地域の古くからの特産品で、愛知県境の
図８ 宮掌による神事 図１１ 重石の石
図９ 漬けこむ野菜と塩
図１０ 甕に漬けこんだ様子
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図１２ 神事に用いる瓜
岐阜県真桑村の名がついた真桑瓜は広く知られてお
り、漬物用の瓜の栽培も盛んであった。瓜の種類は多
数あるが、香の物祭に使われている瓜は、シロウリで
ある。シロウリの学名は、Cucumis melo L.var.cono-
mon Makino であり、conomon は、コーノモンすなわ
ち香の物のことをさす。学名解説によれば conomon
は、“日本語 香の物から転訛”とある。学名の最後
に“Makino ”とあることから、この学名が、牧野富
太郎博士によって名づけられたことは間違いない。固
有名詞以外で、学名に日本語が使われた数少ない一例
といわれている１８）。
瓜は、弥生中期には近畿・九州を中心に栽培が行わ
れおり、その後各地域に定着し、固有の地方品種が成
立した。ウリの品種は、シロウリ群、カタウリ群、シ
マルイ群に分けられ、カタウリ群の中で名古屋地方の
在来系統を、“かりもり”と呼称する。実際、この地
域では、幅広い年齢層で、瓜のことを方言で“かりも
り”と呼んでいる１９）。“かりもり”という言葉だけが、
瓜を示す言葉として、そのまま地域に残ったことが考
えられる２０）。“かりもり”は、かつては当地域を含む
尾張地方の地方品種であり、本来はこのかりもりが神
事の漬物とされてきたが、当地域では栽培が途絶えて
しまったと考えられる。かりもりは、清須市などでは
現在でも栽培が続けられているが、入手が難しい品種
となり、次第にシロウリにとって代わることになった
のであろう。カリモリは重さ５００～７００グラムほどあ
り、シロウリよりも大きい。図１２は現在用いられてい
る瓜である。
茄子
茄子は、瓜同様に当地域の夏の果菜として盛んに栽
培されていたことは明らかである。萱津の名を取った
「萱津茄子」がかつて存在していた。この萱津茄子は、
萱津の存する甚目寺町の篤志家橘田覚太郎氏によっ
て、さらに選別・改良され、橘田茄子として当地の地
域品種となった。現在でも橘田中長ナスの名で、在来
品種のナスとして栽培が続けられている。また、旧甚
目寺町の隣の旧美和町の「愛知本長なす」は、「あい
ちの伝統野菜」として愛知県に選定されている２１）。い
ずれにしてもこのような在来品種のナスは栽培量が少
なく、瓜同様に入手が困難なことから、一般的なナス
を市場で購入して用いるようになったと考えられる。
尾張地域は、温暖な気候と豊かな水や土に恵まれ、
かつては蔬菜の種や苗を育てて、優れた品種を作り出
し、農家に販売する種苗業者も多かった。これらの事
も、香の物祭の発生と継続に影響を与えていたことが
推察できる。
蓼
香物神事に使用されている蓼は、ヤナギタデ２２）であ
る。香の物関係の文献には、“たてほ”“たでほ”“蓼
ほ たでふる
穂”と記される。『万葉集』には「わが宿の 穂蓼古
から つ おほ ま
幹採み生し 実になるまでに 君をし待たむ」とある
ように、蓼は古代から人家近くに植えられていた身近
な植物であった。
日本で主に利用されるヤナギタデの原産は、東洋で
あると考えられ、亜熱帯から熱帯にかけて広く分布
し、日本では各地の川沿いの地や湿地に自生している
蓼の葉にはぴりりとした辛味があることから、奈良時
代以前から生魚に添える香辛菜として、穂蓼、蓼の葉
茎ともに利用されてきた。近世までの料理書には、蓼
を料理に使用する例が度々見受けられるが、現在では
料理に用いる例はごく限られる。塩焼きの鮎に添える
“たで酢”は、緑色の蓼の葉茎を、飯粒と混ぜてすり
つぶし、酢でのばしたものである。蓼の葉には、タデ
オールとポリゴデオールと言う辛み成分を含み、防腐
性と抗菌性がある。川魚の鮎には特有の匂いがあり、
寄生虫を持つことも多いため、経験的に蓼の殺菌効果
と辛味や香りを期待したものと思われる。鮎、蓼とも
に、夏が旬の食品である。この蓼が、萱津神社の漬物
に加えられてきたのも、夏に仕込む漬物の殺菌・防腐
効果と、風味付けのためであったろうと考えられる。
２００９年の神事に使用した野菜の中で、蓼のみが図１３
に示した近隣の氏子からの献納品であった。この蓼
は、古老が自ら管理する水田のわきの畑から早朝に刈
り取って、香物神事のために毎年届けられるものとい
うことである。
塩
現在使用する塩は市販のものであるが、そもそもは
当地の近くで製塩されたものが用いられたことが推察
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図１４ 香物を入れる塗り物の容器
図１５ 香物を運ぶ唐櫃
図１６ 現在の香の物献進の様子
できる。『東海道名所圖會』３）には「土人云く、むかし
より産子の人々粟殿と稱し、五穀及び瓜・茄子・大根
の類、初成を神供とす。又海邉の鹽屋よりも、いつも
鹽竃の初燒を獻ず。神祠の側に瓶桶やうのものをなら
べて、其初成を鹽をもって漬物とし、神供とす。又熱
田の神祭、三たびまでもこれを獻ず」と記されている。
萱津はもともと海岸を干拓したことから、近隣に塩田
があった事は、史料より読み取る事が出来る。
（３）熱田神宮への献納
香の物殿で漬けられた漬物は、熱田神宮の祭りに合
わせ、随時取り出され、４地域（上萱津・中萱津・下
萱津・池端）の代表者（区長または副区長）の指揮の
下、熱田神宮へ献進される。各祭日の２～３日前に熱
田神宮へ着くように届けられる。その日程と内容は、
以下のとおりである。
１）新嘗祭１０月１７日 中萱津地区より２名が出仕す
る。香物の内容は、ウリ２４個ナス４８個。加えて柳箸
２尺を１２本。
２）歳旦祭１月１日 上萱津地区より２名が出仕し、
かがり火用にさらに８名出仕する。香物の内容は、
ウリ２４個ナス４８個。加えて柳箸２尺を１２本。
３）祈年祭３月１７日 下萱津地区より２名が出仕す
る。勅使が加わり、みやげを持つ。香物の内容は、
ウリ２４個ナス４８個。加えて柳箸２尺を１２本。
４）熱田例祭６月５日 池端地区より２名が出仕す
る。香物の内容は、ウリ４８個ナス９６個。加えて柳箸
２尺２４本。
献納の際には、香物の数を調え、漆塗りの蓋ものに
入れてから白木の唐櫃に入れる（図１４，１５）。これを図
１６のように前後一人ずつで担ぐ。
（４）明治以降の香物献納の変遷
香物の献納は江戸時代から続くとされながら、明治
以降は下のような変遷を辿っている。
明治時代初頭には徳川幕府が崩壊し、同時に尾張藩
も消滅したことから、それまでの香物献進を支えた香
物領の田畑がなくなり、献進も一旦絶えたとされる。
しかし、大正４年には天皇即位奉祝を記念して献納が
図１３ 蓼
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図１７－１ 大正４年 香物の漬けこみの様子
図１７－２ 大正４年 香物の献進の様子
図１７－３ 大正４年 献進の香物
図１８－１ ２００９年調査時の香物献進の様子
（大正４年香物神事の再現）
図１８－２ ２００９年調査時の献進の香物
（大正４年香物神事の再現）
復活した。実地調査した２００９年に行われた熱田神宮の
本殿遷座祭は、この大正４年に使われた装束と、香の
物の梱包などを再現したとされる。（図１７－１～３）
また、図１８－１、１８－２は２００９年調査時、著者が撮
影したもので、前者は香物献進の様子、後者は各村か
らの献進の香物で、いずれも大正４年の写真をもとに
再現したものである。
昭和９年には萱津神社の社格昇格運動がなされ、漬
物業界からもその陳情書が県を通して神祇官に出され
ている。漬け込み神事に漬物業界が参列し、様々な援
助を行うようになったのはこの頃からではないかとさ
れる。
昭和５７年には、全日本漬物協同組合連合会によって
毎月２１日が漬物の日と制定された。
平成４年、香物殿が移転新築された。神社会館が新
築され、図１９のように装った香の物姫が設定されるな
どの経緯をたどり、現在の神事へとひきつがれてい
る。
Ⅳ．おわりに
江戸時代以来、愛知県あま市上萱津の萱津神社では
漬物を主体とする極めて希有な神事が行われてきた。
漬物に関する研究が少ないなか、この神事は漬物の歴
史における一事例として記録に留める価値があると考
えて、文献による検討および現地調査を行った。文献
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については、香物神事の全貌を記した直接的な記録は
みられないが、随筆、名所図絵、神社の記録などに断
片的な記録を採取することが出来た。
神事の目的は、萱津神社で漬けた漬物を地域で最上
級の社格である熱田神宮の祭りにあわせて献納するこ
とである。この神事に関連して特記すべきことは、こ
の地に香物領が存在していたことで、香物領から熱田
神宮への献進は、香物のほか供物の米、神酒、箸など
が記録されている。
神事は熱田神宮の宮掌がつかさどる。神社本殿の裏
手にある香物殿内に据えられた甕に参列者が順次野菜
と塩を入れてゆき、一巡すると上にふたをし、重しを
置いて神事が終了する。
熱田神宮に献納されるのは瓜、茄子、蓼の三種の漬
物と定められ、これを唐櫃に納めて運ぶのである。昭
和に入ると、漬物業界の関係者が神事に参加するよう
になり現在に至っている。
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図１９ 香の物姫
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